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・流域図

lH24.2「大和川水環境改善計画」策定

l大阪府の将来ビジョン：ゲリラ豪雨対策をはじ
めとする総合的治水対策、生物多様性が確保で
きる豊かな自然環境の保全、河川環境の改善等
による水とみどりのネットワークの創造

l大阪狭山市：水辺環境の保全・整備、水と緑の
ネットワーク化

l羽曳野市：自然環境の保全、緑化の推進、羽曳
野らしい景観の形成

l松原市：雨水の貯水・保水機能の向上、環境共
生、西除川遊歩道や公園、歩道を結ぶネット
ワーク

l富田林市：災害が発生しにくい、被害の少ない
街づくり

l河内長野市：自然環境保全、水辺の景観保全災
害発生予防

l堺市：総合的な治水対策の推進
l藤井寺市：浸水対策の充実、きれいな水づくり
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１．流域の将来像

１．１ 国、大阪府、各市の将来像

図１



１．２ 河川整備計画（案）

・狭山池ダムや西除川、東除川の水辺環境の保全並びに整備を行い水
と緑のネットワーク化を図る。
・治水、利水機能を高め、水害を未然に防止すると共に、水辺環境の保
全と親水空間の創出を図る。
・大泉緑地等の豊な自然や流域に点在する古市古墳等の歴史文化財
施設を拠点とした河川整備を図る。
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２．河川の適正な利用および流水の正常な
機能の維持に関する目標（河川の利水）

西除川ブロックでは、古くから狭山
池などのため池や河川・水路及び井
堰を活用した水利用が行われており、
近年、渇水被害は発生していない。

図2 土地利用の変化

堰設置箇所
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農用地の面積は年々減少
傾向 図3

２．１現状<土地利用>



２．２ 現状<堰>

≪課題≫

農業利水と
流水の連続性の確保

〇現在の農業用水施設等の機能維持を基本としつつ、農業関係機関と
連携し、農業用水などの適正かつ効率的な水利用を図るとともに、河
川の水質・動植物の生息・生育環境など流水の正常な機能を維持する
ことに努める
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写真1

２．３ 河川整備計画（案）



３．河川環境の整備と保全に関する目標（景観）

◇西除川（ダム下流）、東除川
【特徴】
・周辺に宅地が密集した地域における連続するオープンスペース
・ 動植物の貴重な生息環境

◇西除川（ダム周辺）
【特徴】
人が集まる空間

◇西除川（ダム上流）
【特徴】
・ 動植物の貴重な生息環境
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写真1

写真2、3

写真4，5

３．１ 現状〈地域ごとの特徴〉



〇狭山池ダム周辺

人が集まる空間

〇西除川ダム下流区間

・周辺に宅地が密集した
地域における連続する
オープンスペース
・ 動植物の貴重な生息
環境

≪地域ごとの特徴≫
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写真2

写真3

写真1



〇西除川ダム上流区間

・ 動植物の貴重な生息環境

10

未改修箇所

写真4 写真5



３．２ 河川整備計画（案）

≪課題≫

≪河川整備計画≫

地域特性を活かした周辺景観との調和

【全域】
〇未改修区間については、改修に合わせて可能な範囲で緑化や多自然
川づくりに努める。

【西除川（ダム下流）】
〇西除川の整備に当たっては、護岸の修景等の景観に配慮し、水際の
変化に留意。

【西除川（ダム周辺）】
〇狭山池ダムでは、景観の保全・向上に努める。（ソメイヨシノ、コ
シノヒガン等の植樹など）

【西除川（ダム上流）】
〇狭山池ダム上流の西除川では、現況河道を活かした水際の植生の回
復を図る。
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〇大型ブロック区間の緑化ブロック化
〇ブロック積の自然環境型ブロックの採用
〇護岸から上の法面部の緑化

≪西除川ダム上流区間≫⇒水際の植生の回復
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下流より

写真6

図4 多自然川づくりポイントブックⅢ

図5

図6

イメージ図



〇滑面ブロックではなく
粗面ブロックを活用している。

≪西除川ダム下流区間≫⇒修景等の景観に配慮

・周辺に宅地が密集した地域における連続するオープンスペース

13
粗面ブロック

写真7
※護岸の明度は6以下を目安とする。
明度（色の明るさ）は護岸が周辺の景
観に対して明る過ぎず、周辺から目立
つ存在になっていないことに留意する。
多自然川づくりポイントブックより
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西除川：
狭山池合流直前
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落堀川：
東除川合流直前

西除川：
大和川合流直前

出典：公共用水域水質調査結果

４． 河川環境の整備と保全に関する目標
（河川の水質、生態系）

〇大和川ルネ（H14.10）
→大和川水環境改善計画

（H24.2）
〇水質改善
〇浄化装置整備設置完了
〇下水道普及率上昇
（６４％→８５％）
今池水みらいセンター

H23より全量高度処理化
1.204m3/ｓを西除川へ

大井水みらいセンター
H18より高度処理増強

0.652m3/sを落掘川支川へ
狭山水みらいセンター

H14より高度処理水導水
0.683m3/sを東除川へ

〇アドプト
H１７から９団体増

〇狭山池ダムアオコ対策要望
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４．１ 現状１〈水質〉

図7
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図2 河川浄化施設・水質観測地点等位置図

４．１ 現状１〈水質〉

図1 主な支川地域別の下水道接続率の推移（年度）

下水道普及率上昇

下水道
普及率
上昇

図8

図9
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西除川
東除川 落堀川

（狭山池ダムより）下流 上流

種数 21（13）1) 20（4）1) 13（6）1)

大阪府RDB
記載種

ゴクラクハゼ2) ドンコ ゴクラクハゼ2)、ウキゴリ、

メダカ、カマツカ、

コウライモロコ

ゴクラクハゼ2)

ドジョウ、ウキゴリ

その他の

主な種

ウナギ2)、

カダヤシ、オオクチバス、

ブルーギル

カワムツ、ヌマムツ
アユ2)、

カダヤシ、オオクチバス

ウナギ2)、

ヌマムツ

コイ、ギンブナ・オイカワ、モツゴ、カワヨシノボリ

魚類の生息状況（平成23年度調査結果）

○全川を通じて、府域で広く見られる魚が確認されている。
○西除川の上流では、比較的自然環境が残った川に見られる魚が確認されている。
○回遊性であるアユやウナギについては、最下流部を除き、確認されていない。
（下流に位置する大和川本川では遡上が確認されている）

表1

４．２ 現状２〈魚類〉

1)（）内の数値は2005年
（H17）の結果
調査箇所が一部異なる

2)：各河川の最下流部のみ
で確認されている魚種
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西除川
大和川合流前

東除川
大和川合流前

落堀川
西橋

落堀川
津堂落堀橋

落堀川
大水川合流点

西除川
天野大橋

西除川
南海住宅

西除川
下里

西除川
境橋

東除川
新高鷲橋

東除川
平尾小川合流点

H17（2005）
H23（2011）

H23（2011）.11

H17（2005）.12

調査位置

H23（2011）

H23（2011）

H23（2011）

H23（2011）

H23（2011）H23（2011）

H17（2005）

H17（2005）

H17（2005）
H23（2011）

H17（2005）
H23（2011）

H17（2005）
H23（2011）

図10 魚類調査地点位置
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底生動物による生物学的水質階級の経年変化
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・α中腐水性・・汚れた水（フナ類、コイ、モツゴ、オイカワ、ドジョウが生息する）
・β中腐水性・・少し汚れた水（カマツカ 、ヨシノボリが生息する）

出典：汚濁生物学 津田松苗著 西除川水系はα中腐水性～β中腐水性に分類される

表3 水質と指標生物

４．３ 現状３<底生生物>

年度 西除川 東除川 落堀川

H17(2005) α中腐水性 β中腐水性

H23(2011) α中腐水性

～β中腐水性

β中腐水性 β中腐水性

表2 底生動物による生物学的水質階級の経年変化

出典：一級河川西除川外河川水辺環境調査委託報告書（H24）

図11

注）Pantle-Buck法による



出典：国土交通省近畿地方整備局ホームページ
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アンケート結果

表4 大和川が抱える課題

４．４ 現状４<住民ニーズ>



出典：国土交通省近畿地方整備局ホームページ
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□発生源対策

・クリーンキャン
ペーンなどの河川
清掃活動
・アドプトリバープロ
グラムなど府民との
協働 □汚濁負荷対策

・関係機関と連携
を図り、下水道整
備等の推進を図る

□河川本来機能の
再生対策

・未改修区間につ
いては可能な範囲
で多自然川づくり
に努める。

４．５ 現状５〈大和川水環境改善計画〉



≪河川整備計画≫

〇大和川水環境改善計画に基づき、関係機関と連携を図り、下水道整
備等の推進を図る。

〇現況河道を活かした瀬や淵の保全により生息環境に配慮するとと
もに、水際の植生の回復を図る。また流水面の連続性の確保に努め
る。

〇未改修区間については可能な範囲で多自然川づくりに努める。

〇クリーンキャンペーンなどの河川清掃活動、アドプトリバープログラム
など府民との協働などをすすめる。

〇狭山池ダムのアオコ対策
アオコ対策について、より効果的な除去対策の検討を行う。
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４．６ 河川整備計画（案）



５．河川維持の目的（河川管理施設）

≪調査方法≫

図12 H24点検結果

〇毎年河川巡視を実施
A…次期出水期までに補修する箇所
B…地先の危険度を考慮し、
優先順位を決めて補修する箇所
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Ｓ５７年災以降、「河川激甚災
害対策特別緊急事業」(激特事
業）として集中的に整備を進め
てきた。

〇要因

写真11

A
B

５．１ 現状〈老朽化護岸〉



５．２現状<河床>
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出典：国土交通省 国土技術政策総合研究所 URL：http://www.nilim.go.jp/lab/rcg/newhp/yougo/words/015/015.html

図13 河川形態



５．２現状<河床>
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l西除川の大和川合流部及
び東除川の大和川合流部
から大和川と並行する区
間及び落堀川はＢｃ型
（下流型）である。

l西除川、東除川の狭山池
ダム下流の一部に渓谷的
な箇所がありＡａ－Ｂb
移行型（中間渓流型）で
ある。

l西除川、東除川のそのほ
かの区間、および三津屋
川はＢｂ型（中流型）で
ある。

l平尾小川及び狭間川は3
面張（河床コンクリート
張）河川である。

河川形態

図14 河川形態区分



５．２現状<河床>

〇対策

河床低下の著しい箇所は、
護床ブロックと袋詰め玉石を実施して
いる。

河床低下対策としては、河床材料、
河床勾配、掃流力等の河川特性を考慮
した上で、必要に応じて対策を検討し
ていく。

１ｍ程度の低下も確認された
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狭山池ダム下流で河床低下
傾向にある

写真12

写真13

図15 縦断図



５．３ 河川整備計画（案）

≪河川整備計画≫

〇堤防及び護岸等の河川管理施設の機能や河道の所定の流下能
力を確保するため、河川管理施設の点検を行い、機能維持更新
を計画的に行う。

〇対策の実施にあたっては、点検結果やこれまで蓄積したデー
タをもとに、河床変動や湾曲部などの河川特性を踏まえた分析
を行い、適切な対策工法タイミングについて検討し、長寿命化
に向けた対策につなげていく。
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≪活動状況≫

狭山池まつり

ほたるを守る会

blogs.yahoo.co.jp

蛍観察期間
5月20日～6月10日

http://www.osakasayama-
vc.jp/vic004048.html

〇ダム湖周辺
狭山池まつり(写真14)

さくら祭り
ホタルの育成活動など(写真15,16)
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写真14

写真15

写真16

６．河川維持の目的

（河川空間の管理）

６．１ 現状

<ダム湖周辺の活動状況〉

図17

図18



遊歩道設置区間

〇河川空間の利活用
西除川緑道、遊歩道

西除川旧川に整備された遊歩道
28図19

写真17

写真18

６．２ 現状
〈河川空間の利活用状況〉



H24.4撮影

≪西除川下流≫
境橋～改新橋までは
堺市の遊歩道計画があり、
管理用通路等を利用して遊歩
道整備を進めている。

〇階段護岸
過去に設置した箇所が数か所
ある。

29

写真19

６．２ 現状
〈河川空間の利活用状況〉



≪河川整備計画≫

〇西除川、東除川、狭山池ダムなどにおいて、イベント活動や地域
コミュニケーションの場として活発に行われており、NPOや市民団
体と連携しながら、利用者の安全に配慮し、既存の親水空間整備箇
所を活用し、新たな魅力ある河川空間づくりを進めていく。

〇未改修区間については改修に合わせて、可能な範囲で緑化や多自
然川づくりに努める。

30

６．３ 河川整備計画（案）



 
 
 
 

その他、誤字について修正しています。 

資料番号 修正箇所 修正前 修正後 

資料１-2 １１ページ 桜 ソメイヨシノ、コシノヒガン 

平成２５年５月１日（水）に配布した資料に誤りがありましたので、修正したものを掲載しております 


